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今回テラセル擁壁工法が採用された場所は、映画やしまなみ海道の
玄関口として有名な広島県尾道市が現場となりました。
今回のテラセルの採用について
民間の方からの依頼で畑地として使用している土地の法面下には細
い昔ながらの道路があり車は通れないが近所の人が通勤通学等で使
用している近道である。しかしながら雨が降ると法面の土や転石等
が道路に流出したりして地主である依頼者自らが清掃などの維持管
理をされていました。
しかし、これから先のことを考えると子供の代にまで維持管理を継
承させることは望まないため、現状の畑地をあまりつぶさない形で
の法面の成型を依頼されました。
現場までのアクセス道路は2t車程度までしか侵入できないため、
ブロック積やコンクリート製品で法面成型する方法では、生コンや
重量があるコンクリート製品の搬入にも相当日数および搬入台数の
トラックも必要となり、また施工時にはクレーン車等の配置のため
工事用道路の形成や仮設スペースなども必要になるため、金額・工
程面での課題が多くありました。
施工業者様より金額面・施工面でも負担が増え現場もカーブの法面
で施工性が悪いとのことで弊社に提案・検討依頼がありました。
そこで下記の特徴を有するテラセル擁壁工法を提案しました。

■ 現場は狭小部で直線から曲線に変化しているため、フレキシブル
に設置ができる柔軟性

■ 耐候性に優れた高密度ポリエチレンを使用した製品
■ コンクリート製品と比べ軽量でコンパクトのため、現地搬入が容易
■ 材料置場の縮小が図れる
■ コンクリート量を軽減できるため、工期短縮が図れる
■ 今後のメンテナンスを考え、テラセルの天端及び露出部は
すべてモルタル詰めで施工

以上の提案をしたところ、業者から非常に関心を持たれ話が一気に
進み今回の採用となりました。
今回の施工を終え、施工業者様からは現場搬入の容易さと、柔軟性のある施工性による予想以上の工期短縮で、
高評価をいただき、施主様からは曲線部分の仕上がりと、目的であるメンテナンスフリーを達成でき、『気持
ちよく子供の代に継承ができる』とお褒めの言葉をいただきました。
今後もテラセル工法への思い入れを強く持ち、地域と工法の架け橋となる提案・営業に努めてまいります。
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日　時：平成25年8月30日
場　所：龍谷大学アバンティ響都ホール
テーマ：「コンクリートを使用しない擁壁工について」
発表者：三重県尾鷲農林水産事務所
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この度、第49回近畿・中国・四国地区治山林道研究
発表会において三重県尾鷲農林水産事務所 森林・林
業室森林保全課 岩木技師と「コンクリートを使用し
ない擁壁工について」と題し、「テラセル擁壁工法」
を共同発表させて頂きました。
発表の経緯は林道川原木屋線の台風による路側部災
害復旧の工法選定を当該地域で実績の多い「ブロッ
ク積工」「補強土壁工」など、従来よりの対策にて検
討を進めておられる中、当時は伊勢神宮の式年遷宮
に合わせ紀勢道（高速道路）の早期開通や平成23年
の紀伊半島台風・豪雨災害への対応に多くの労働力
とコンクリートが優先的にまわされ本来取れるはず
の対策に課題がのしかかりました。
そこで「テラセル擁壁工法」が比較検討の上で以下
の特性をふまえコンクリートを使用することなく復
旧工事を終えることができました。

■ 工事費が安価（比較検討）
■ 工期の短縮が可能
■ 簡易な施工性　普通作業員のみでの施工が可能で　

熟練度を必要としない

■ 部材が軽量（狭小な現場では特に有効）
■ 現場発生土の利用が可能
■ 緑化も可能（景観にも配慮されている）

この事実を高く評価頂き、まずは平成25年7月19日
「平成25年度三重県林道研究発表会」において三重
県より発表される7件の中から選ばれこの場を頂く
ことができました。
本発表会では、「航空レーザー計測を活用した水源森
林再生対策事業の全体計画の策定」や「ボランティ
アによる植生調査」「荒廃竹林の整備手法」「林道の
開設効果」など近畿・中国・四国の各地区治山林道の
抱える問題や課題への対策の成功事例や取り組み報
告を16のプログラムとして取り上げ今後の対応の活
用に向け来賓・審査員の意見や質疑応答の場面があ
り、その取り組みの深さに感銘を受けました。
その中において「テラセル擁壁工法」が活用・評価を
頂き、ますますこの工法の可能性を感じ、今後の、
災害復旧をはじめ水源森林再生対策事業、林業専用
道工事、治山事業工事などあらゆる分野へ、よき提
案ができ、より役立てる様、努力をいたします。
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